
令和 課

上げるとともに

、シス

の

テムの維持管理を委託

主

する。

＜対象システム

な

＞

・障害福祉システム

事

・高齢福祉システム

・

業

福祉医療システム

1

令和  6 年度 福祉総務
一

課の主な事業

一般会

般

計

福祉システム改修事

会

業
予算額 44,364

 
計

千円

目的

　福祉シス

福

テムを改修することに

祉

より、適切な福祉

サー

シ

ビスを提供できる環境

ス

を構築する。

　また、

テ

令和３年９月１日に施

ム

行された「地方公共

団

管

体情報システムの標準

理

化に関する法律」にて

事

定め

られた障害者福祉

6

業

等について総務省の定

予

める標準仕

様書に準拠

算

したシステムへ令和７

額

年度までに移行す

る。

1

主たる内容

　MISA

5

LIO医療費助成につ

,

いて、保険証廃止の方

4

針

により、保険情報照

8

会に必要なマイナンバ

3

ー記入欄

の追加に伴う

年

千

申請書レイアウトの変

円

更を実施する。

　また、現状業務と標準シス

目

テムの差異調査や、標

的

準システムの導入、移

　

行のための作業を実施

福

する。

＜対象システム

祉

＞

・障害福祉システム

関

・高齢福祉システム

・

係

福祉医療システム

1

度

の

令和  6 年度 福祉総務

業

課の主な事業

一般会

務

計

民生委員・児童委員

を

活動事業
予算額 21,

総

296 千円

目的

　民

合

生委員・児童委員の福

的

祉活動を支えるととも

に

に

委員の人格識見の向

管

上と福祉サービスの知

理

識の修得

を支援するこ

福

し

とで、地域福祉の増進

て

を図る。

主たる内容

　

い

民生委員・児童委員の

る

活動に対し、活動費や

シ

補助

金等を交付する。

ス

〇主な活動内容

　・地

テ

域での相談・支援活動

ム

　・高齢者の実態調査

の

　・ひとり暮らし高齢

安

者への電話訪問

　・研

祉

定

修会

1

令和  6 年度

的

福祉総務課の主な事業

な

一般会計

福祉・健康

運

フェスティバル補助事

用

業
予算額 4,356 千

を

円

目的

　「誰もが安

図

心して暮らせる、生き

る

がいのある心豊

かな福

。

祉のまちづくり」を推

主

進するため福祉・健康

総

た

フェスティバルを開催

る

し、地域住民の福祉・

内

健康に

対する意識の高

容

揚を図る。

主たる内容

　

　福祉・健康・医療・

福

ボランティア等の関係

祉

団体が

連携・協力して

関

開催するイベントに対

連

して補助金を

交付する

シ

。

1

務

ステムの機器等を借り



令和 課

の指定管理者である刈

の

谷市社会福祉協議会に

主

対し、指定管理料を支

な

払う。

2

令和  6 年 事度 福祉総務課の主な事業業

一般会計

地域福祉計画策定事業
予算額 3

一

,341 千円

目的

　

般

地域における福祉サー

会

ビスの向上と地域福祉

 
計

活動

への住民参加の促

社

進を図る。

主たる内容

会

　令和2年3月に策定

福

した第4次地域福祉計

祉

画（計画

期間：令和2

施

～6年度）の期間満了

設

に伴い、次期計画

を策

運

定する。

　現行計画は

営

、社会福祉協議会の地

事

域福祉活動計画

と一体

6

業

的な計画となっており

予

、次期計画も同様に策

算

定する。

※次期（第5

額

次）計画

　策定期間：

4

令和5～6年度

　計画

6

期間：令和7～11年

2

度

2

令和  6 年度 福

,

祉総務課の主な事業

7

一般会計

社会福祉協議

8

会補助事業
予算額 26

年

1

2,989 千円

目的

千

　地域福祉推進の中核

円

を担う刈谷市社会福祉協議会

の経営の安定化

目

を支援し、地域福祉の

的

推進を図る。

主たる内

　

容

 刈谷市社会福祉協

市

議会の運営に係る人件

が

費及び各

種事業に対し

設

補助金を交付する。

度

置

2

令和  6 年度 福祉総

す

務課の主な事業

一般

る

会計

自動車購入等事業

社

予算額 1,578 千円

会

目的

　自動車の購入

福

により、施設の管理運

祉

営等を効率的

に行い、

施

福祉の充実を図る。

主

設

たる内容

・つくし作業

を

所

　新規車両購入（ハ

福

適

イゼットカーゴ）

・す

正

ぎな作業所

　タイヤ更

に

新（ハイゼット）

・身

運

体障害者デイサービス

営

センターたんぽぽ

　ス

す

タットレスタイヤ

　（

る

ハイエース、レジアス

こ

エース）

2

令和  6

と

年度 福祉総務課の主な

で

事業

一般会計

介護給

祉

、

付事業
予算額 1,41

社

0,105 千円

目的

会

　介護給付費を支給す

福

ることにより、障害者

祉

の自立

した生活を支援

の

し、福祉の増進を図る

向

。

主たる内容

　介護給

上

付に係る費用の公費負

を

担分（原則費用の９

割

図

）を支給する。

＜事業

総

る

内容＞

　居宅介護、重

。

度訪問介護、行動援護

主

、短期入所、

療養介護

た

、生活介護、施設入所

る

支援、高額障害福祉

サ

内

ービス、同行援護、施

容

設措置

2

　市が

務

設置する社会福祉施設



令和 課

る費用の公費負担分（

の

原則費用の

９割）を支

主

給する。

＜事業内容＞

な

　自立訓練、就労移行

事

支援、就労継続支援、

業

就労定

着支援、グループホーム、計画相談支

一

援、地域移行

支援

3

般

令和  6 年度 福祉総務
会

課の主な事業

一般会

 
計

計

補装具費支給事業
予

訓

算額 27,252 千円

練

目的

　補装具費にか

等

かる費用の一部を支給

給

することによ

り、障害

付

者の自立した生活を支

事

援し、福祉の増進を

図

業

る。

主たる内容

　身体

予

障害児・者の機能障害

算

を補い、日常生活を容

6

額

易にする装具の購入、

1

借受け又は修理費用を

,

支給す

る。

＜主な種目

6

＞

義肢、装具、補聴器

3

、車椅子

3

令和  6

1

年度 福祉総務課の主な

,

事業

一般会計

障害者

4

医療費支給事業
予算額

1

109,268 千円

2

目的

　機能回復を図る

年

千

ために必要な医療に要

円

した費用の

支給を行い、福祉の増進を図る。

目

主たる内容

　更生医療

的

：身体障害者が身体の

　

機能回復を図るた

めに

訓

必要となる医療費の支

練

給を行う。

　療養介護

等

医療：医療機関で機能

給

訓練や療養上の管

理の

度

付

ために必要となる医療

費

費の支給を行う。

　育

を

成医療：身体に障害の

支

ある児童であって機能

給

回

復を図るために必要

す

となる医療費の支給を

る

行う。

3

令和  6 年

こ

度 福祉総務課の主な事

と

業

一般会計

地域生活

に

支援事業
予算額 91,

福

よ

801 千円

目的

　地

り

域生活支援事業に係る

、

サービス費を支給する

障

こ

とにより、障害者の

害

自立した生活を支援し

者

、福祉の

増進を図る。

の

主たる内容

　刈谷市が

自

実施する地域生活支援

立

事業のサービス費

を支

し

給する。

＜事業内容＞

祉

た

移動入浴、日中一時支

生

援、移動支援、地域活

活

動支援

センター

3

を支援し、福祉

総

の増進を図る。

主たる

務

内容

　訓練等給付に係



令和 課

話通訳者を設置する。

の

　聴覚障害者に対し、

主

社会生活上必要不可欠

な

な用務

を行う場合等に

事

手話通訳者、要約筆記

業

者を派遣する

。

　意思疎通支援団体に機器使

一

用料を支払う。

　手話

般

奉仕員養成講座、要約

会

筆記ボランティア養成

 
計

講座、レベルアップ講

手

座を開催する。

　遠隔

話

手話通訳サービスを導

通

入する。

　

4

令和  

訳

6 年度 福祉総務課の主

等

な事業

一般会計

日常

派

生活用具費支給事業
予

遣

算額 31,530 千円

事

目的

　日常生活用具

業

費等を支給することに

6

予

より、障害者

の自立し

算

た生活を支援し、福祉

額

の増進を図る。

主たる

7

内容

　障害者等に日常

,

生活用具費等を支給す

6

る。

  また、同月内

3

に補装具自己負担額と

8

日常生活用具

自己負担

千

額合計が月額負担上限

円

額を超えた場合、超

過

年

分を償還する。

 

＜支

目

給する費用＞

日常生活

的

用具費（小児慢性日具

　

含む）、高額日常生

活

手

用具費

4

令和  6 年

話

度 福祉総務課の主な事

通

業

一般会計

障害者就

訳

労支援事業
予算額 1,

者

196 千円

目的

　障

等

害者の就労を支援する

度

を

ことにより、障害者の

派

自

立した生活を支援し

遣

、福祉の増進を図る。

す

主たる内容

　更生訓練

る

費：就労を目指す障害

こ

者に対して更生訓

練費

と

を支給する。

　就職支

に

度金：就労等により自

よ

立する場合に就職支

度

り

金を支給する。

　 障

福

、

害者雇用推進企業支援

聴

事業補助金：障害者を

覚

継続して雇用する事業

障

主に対して補助する。

害

4

令和  6 年度 福祉

者

総務課の主な事業

一

の

般会計

成年後見制度利

自

用支援事業
予算額 89

立

2 千円

目的

　成年後

し

見制度の利用を支援す

祉

た

ることにより、障害

者

生

の自立した生活を支援

活

し、福祉の増進を図る

を

。

主たる内容

　知的・

支

精神障害者で身寄りの

援

無い判断能力の不十

分

し

な障害者に対し、市長

、

が行う家庭裁判所への

福

申立

てに要する経費及

祉

び後見人等への報酬を

総

の

助成する。

＜助成する

増

費用＞

　成年後見人報

進

酬、精神鑑定費用、登

を

記手数料他

4

図る。

主たる

務

内容

　市役所窓口に手



令和 課

たる内容

　自動車改造

の

費：身体障害者が就労

主

等のために自ら

運転す

な

る自動車を改造する場

事

合又は重度身体障害者

業

の介護者が主に当該身体障害者の移動のため

一

に使用

する自動車を改

般

造し、若しくは購入す

会

る場合に、そ

の改造又

 
計

は購入に要する経費の

自

一部を支給する。

　自

動

動車運転免許取得費：

車

身体障害者が就労等に

改

伴

い普通自動車免許の

造

取得に要した経費の一

費

部を支給

する。

5

令

等

和  6 年度 福祉総務課

支

の主な事業

一般会計

給

認定審査会事業
予算額

6

事

12,434 千円

目

業

的

　障害福祉サービス

予

の給付を適正に行うた

算

め、認定

調査を行うと

額

ともに、認定審査会に

1

意見を求め、障

害支援

,

区分を認定する。

主た

0

る内容

　障害福祉サー

0

ビスの利用に際し、身

0

体状況等の調

査を行い

年

千

、認定審査会を月に２

円

回開催することによ

り、障害支援区分の認定

目

を行う。

5

令和  6

的

年度 福祉総務課の主な

　

事業

一般会計

手当等

自

給付事業
予算額 344

動

,781 千円

目的

　

車

各種手当等を支給する

改

ことにより、障害児・

度

造

者の

自立した生活を支

費

援し、福祉の増進を図

及

る。

主たる内容

・心身

び

障害者扶助料、特別障

自

害者手当、障害児福祉

動

手当、経過的福祉手当

車

、難病疾患見舞金の支

運

給を行

う。

・医療的ケ

転

ア児学校等訪問看護事

免

業について、学校

等に

福

許

訪問し医療的ケアを実

取

施した訪問看護事業者

得

へ

委託料を支払う。

費

5

令和  6 年度 福祉総

を

務課の主な事業

一般

支

会計

障害者日常生活支

給

援事業
予算額 1,93

す

9 千円

目的

　障害者

る

の日常生活を支援し、

こ

福祉の増進を図る。

主

祉

と

たる内容

　家具転倒防

に

止器具取付：家具転倒

よ

防止の器具を取

り付け

り

る。

　緊急通報システ

、

ム：緊急の場合、ボタ

障

ンひとつで

緊急通報委

害

託業者へ連絡がとれ、

者

看護師等の知識を

持つ

の

専門スタッフが２４時

自

間体制で適切な対応を

総

立

行

う。

　住宅改修：身

し

体障害者のいる住居に

た

手すりの取付

や段差の

生

解消等を行う。

5

活を支援し、

務

福

祉の増進を図る。

主



令和 課

の一部を

助成する。ま

の

た、障害者の利便性の

主

向上のためタク

シー券

な

を郵送する。

6

令和 事 6 年度 福祉総務課の 業主な事業

一般会計

中途視覚障害者生活訓練

一

士派遣事業
予算額 49

般

6 千円

目的

　中途視

会

覚障害者の生活訓練を

 
計

行うことにより、自

立

福

した生活を支援し、福

祉

祉の増進を図る。

主た

タ

る内容

　中途視覚障害

ク

者が自力で日常生活を

シ

送れるように

自宅周辺

ー

の歩行訓練を行う。

助

6

令和  6 年度 福祉総

成

務課の主な事業

一般

事

会計

障害者緊急一時保

6

業

護居室確保事業
予算額

予

3,105 千円

目的

算

　虐待を受けている障

額

害者等の緊急一時保護

5

を可能

とする体制を整

7

備し、障害者の身体の

,

安全と精神的

安定を確

4

保する。

主たる内容

　

1

グループホームの居室

5

を借り上げて、緊急か

年

千

つ一

時的に保護を要す

円

る障害者を受け入れる。また、緊

急一時保護

目

用として利用していな

的

いときにグループ

ホー

　

ムの体験利用を行い、

タ

今後のグループホーム

ク

入

居につながるように

シ

活用する。

6

令和  

ー

6 年度 福祉総務課の主度

料

な事業

一般会計

軽度

金

・中等度難聴児補聴器

の

購入費等
予算額 222

助

千円
助成事業
目的

　

成

身体障害者手帳の交付

を

対象にならない軽度･

行

中等

度の難聴児に対し

う

て、補聴器の装用によ

こ

り言語の習

得、コミュ

と

ニケーションの向上を

福

に

図る。

主たる内容

　軽

よ

度･中等度の難聴児が

り

補聴器の購入及び修理

、

を

行う際の費用の一部

障

を助成する。

＜助成内

害

容＞

助成率　2/3

 

者

       37,

の

000円以内

    

外

   （補聴器１個あ

出

たり）
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令和  6 年 祉

を

度 福祉総務課の主な事

支

業

一般会計

地域生活

援

支援拠点事業
予算額 3

す

,109 千円

目的

　

る

障害者の高齢化や「親

。

亡き後」を見据え、障

主

害者

とその家族が住み

た

慣れた地域で安心して

る

暮らすこと

ができるよ

内

う支援し、福祉の増進

総

容

を図る。

主たる内容

　

　

障害者の地域生活を支

障

援していくために必要

害

な機

能を持つ「地域生

者

活支援拠点」を整備す

が

るとともに

、これらの

タ

機能を担う地域の関係

ク

機関との連携を強

化す

シ

る。

〈主な機能〉

緊急

ー

時相談窓口の開設

緊急

務

を

時支援を行うコーディ

利

ネーターの配置

専門的

用

人材確保のための研修

す

実施

6

る場合、料金



令和 課

ツ大会等に出場する障

の

害者に激励金を

交付す

主

る。

＜助成額＞

国際大

な

会…20,000円

全

事

国大会…10,000

業

円
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令和  6 年度 福祉総務課の主な事業
一

一般会計

知的障害者生

般

活訓練補助事業
予算額

会

450 千円

目的

　知

 
計

的障害者の生活訓練を

ス

行う団体に補助を行う

ポ

こ

とにより、自立した

ー

生活を支援する。

主た

ツ

る内容

　知的障害者の

等

宿泊体験、外出体験等

奨

の事業に対し

て補助を

励

行う。
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令和  6 年

事

度 福祉総務課の主な事

業

業

一般会計

グループ

6

予

ホーム運営費補助事業

算

予算額 4,116 千円

額

目的

　グループホー

1

ムの運営を補助するこ

6

とにより、障

害者の自

0

立した生活を支援する

千

。

主たる内容

　グルー

円

プホームを運営する事業者に対して、休日

及

目

び併用する日中活動サ

年

的

ービス事業所の休業日

　

にお

ける利用日数に応

ス

じて補助金を交付する

ポ

。

＜補助金交付対象の

ー

グループホーム＞

　実

ツ

施主体が社会福祉法人

大

、医療法人、特定非営

会

利

活動法人、公益社団

に

法人、公益財団法人ま

参

たは特例

民法法人であ

度

加

って、事業所の利用定

す

員が２０人以下

のグル

る

ープホーム
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令和  

障

6 年度 福祉総務課の主

害

な事業

一般会計

重症

者

心身障害児・者等短期

を

入所利用
予算額 7,1

激

38 千円
支援事業
目

励

的

　医療機関以外の福

し

祉施設における短期入

福

、

所の受入

れを容易にし

障

、地域で生活する重症

害

心身障害児・者

等及び

者

家族の自立した生活を

ス

支援する。

主たる内容

ポ

　重症心身障害児・者

ー

等を受け入れた医療機

ツ

関以外

の短期入所事業

の

所に、補助金を交付す

振

る。
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令和  6 年度 祉

興

福祉総務課の主な事業

を

一般会計

強度行動障

図

害加算事業
予算額 10

る

,354 千円

目的

　

こ

強度行動障害者に対す

と

る十分な支援体制を確

に

保す

ることで、強度行

よ

動障害者の安定した生

り

活の維持及

び保護者の

、

負担や不安の軽減を図

総

福

る。

主たる内容

　強度

祉

行動障害者が利用する

の

生活介護、短期入所、

増

施設入所支援、移動支

進

援、日中サービス支援

を

型共同

生活援助及び日

図

中一時支援の事業所を

る

運営する事業

者に対し

。

、サービスに必要な経

主

費の一部を補助する

。

務

た

7

る内容

　全国スポー



令和 課

継続及び事業所のサー

の

ビス提供の維

持継続を

主

図る。

主たる内容

　障

な

害福祉事業所へ感染管

事

理認定看護師を派遣し

業

た

際の謝礼金を支払う。
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令和  6 年度 福
一

祉総務課の主な事業
般

一般会計

くすのき園管

会

理運営事業
予算額 1,

 
計

776 千円

目的

　く

障

すのき園を管理運営し

害

、障害者に作業訓練や

者

生

活訓練を行う場を提

施

供することで、自立し

設

た生活を

支援する。

主

等

たる内容

　くすのき園

感

の管理運営を指定管理

染

者に委託し施設

におい

症

て生活指導等を行う。

6

対

8

令和  6 年度 福祉

策

総務課の主な事業

一

支

般会計

すぎな作業所管

援

理運営事業
予算額 4,

事

812 千円

目的

　す

業

ぎな作業所を管理運営

予

し、障害者に作業訓練

算

や

生活訓練を行う場を

額

提供することで、自立

1

した生活

を支援する。

年

0

主たる内容　

　すぎな

0

作業所の管理運営を指

千

定管理者に委託し、

施

円

設において作業指導、生活指導等を行う。

目

8

令和  6 年度 福祉総

的

務課の主な事業

一般

　

会計

心身障害者福祉会

障

館管理運営事業
予算額

害

22,952 千円

目

度

福

的

　心身障害者福祉会

祉

館を管理運営し、障害

施

者に社会

交流やレクリ

設

エーションを行う場を

等

提供することで

、自立

の

した生活を支援する。

感

主たる内容

　心身障害

染

者福祉会館の管理運営

症

を指定管理者に委

託し

対

、社会との交流促進や

福

策

レクリエーションの提

支

供

を行う。
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令和  

援

6 年度 福祉総務課の主

事

な事業

一般会計

身体

業

障害者デイサービスセ

を

ンターた
予算額 31,

実

862 千円
んぽぽ管理

施

運営事業
目的

　身体

す

障害者デイサービスセ

る

ンターたんぽぽを管理

祉

こ

運営し、障害者に生活

と

介護サービスを提供す

に

ること

で、自立した生

よ

活を支援する。

主たる

り

内容

　身体障害者デイ

、

サービスセンターたん

感

ぽぽの管理

運営を指定

染

管理者に委託し、専用

症

車による送迎、入

浴、

の

給食の提供などのサー

総

拡

ビスを行う。
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令和

大

 6 年度 福祉総務課の

防

主な事業

一般会計

つ

止

くし作業所管理運営事

、

業
予算額 2,716 千

利

円

目的

　つくし作業

用

所を管理運営し、障害

者

者に作業訓練や

生活訓

の

練を行う場を提供する

障

ことで、自立した生活

務

害

を支援する。

主たる内

福

容

　つくし作業所の管

祉

理運営を指定管理者に

サ

委託し、

施設において

ー

作業指導、生活指導等

ビ

を行う。

8

スの利用
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を支援する。

主たる内

の

容　 　

　障害者の自

主

立促進及び地域生活な

な

どを支援するた

め、自

事

立訓練、就労移行支援

業

、就労継続支援、相談

支援、地域活動支援セ

一

ンター事業及び基幹相

般

談支援

センター事業を

会

実施する。
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令和   
計

6 年度 福祉総務課の主

障

な事業

一般会計

すぎ

害

な作業所等整備事業
予

者

算額 591,800 千

支

円

目的

　老朽化した

援

すぎな作業所の建替え

セ

等を行い、障害

者の就

ン

労支援及び生活支援の

タ

拡充を図る。

主たる内

ー

容

　すぎな作業所建替

6

管

え等に向けた建設工事

理

等を行う

。
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令和  

運

6 年度 福祉総務課の主

営

な事業

一般会計

障害

事

者支援センター改修事

業

業
予算額 290 千円

予

目的

　障害者の日中の

算

活動の場である障害者

額

支援センタ

ーを整備し

8

、利用者の安全性の向

年

5

上を図る。

主たる内容

,

　障害者の自立した生

5

活を支援する場である

3

障害者

支援センターの

5

老朽化に伴う修繕及び

千

施設の一部撤

去を行う

円

。

　外灯の撤去（４基）
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令和  6 年度 福

目

祉総務課の主な事業

的

一般会計

成年後見支援

度

　

事業
予算額 20,34

 

0 千円

目的

　権利養

 

護支援の地域連携ネッ

障

トワークをコーディ

ネ

害

ートする役割を担う中

者

核機関を市と刈谷市社

の

会福

祉協議会で共同設

日

置し、判断能力が不十

中

分な認知症

高齢者、知

の

的障害者、精神障害者

福

活

等の権利を擁護す

る。

動

主たる内容

　刈谷市社

の

会福祉協議会内の刈谷

場

市成年後見支援セ

ンタ

を

ーに次の事業を委託す

提

る。

＜事業内容＞

①成

供

年後見制度の利用に関

し

する相談及び手続支援

、

②成年後見制度の普及

各

及び啓発

③地域連携ネ

祉

種

ットワークの構築

④成

相

年後見制度における法

談

人後見の受任

⑤後見人

や

等の調整及び支援

⑥市

就

民後見人の育成及び支

労

援

⑦市長申立てに関す

、

る事務支援
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令和  

自

6 年度 福祉総務課の主

立

な事業

一般会計

障害

訓

児通所支援事業
予算額

総

練

1,244,020 千

を

円

目的

　障害児にと

総

って身近な地域におい

合

て、障害の種別

にかか

的

わらず、障害特性に応

に

じた専門的な支援を行

行

う。

主たる内容

　障害

う

児通所支援に係る費用

こ

の公費負担分（原則費

と

用の９割）を支給する

務

に

。

＜事業内容＞

　児童

よ

発達支援、放課後等デ

り

イサービス、保育所等

、

訪問支援、医療型児童

自

発達支援、居宅型児童

立

発達支

援、高額障害児

し

通所給付費、計画相談

た

支援

9

生活
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を行う人員を確保し、

の

基本相談

や困難事例を

主

含めた相談支援業務を

な

委託する。

10

事業
一般会

 
計

障害児相談支援事業

6

予算額 8,300 千円

年

目的

　障害児の相談

度

支援体制を充実させ、

福

障害児が地域

で安心し

祉

て暮らしていけるよう

総

に支援する。

主たる内

務

容

　一般相談支援事業


